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▲大学生のための将来設計セミナー

平成 27 年７月31日（金）開催。
青森中央学院大学の３年生を対象
に、ロール モデル３名の方 から

「キャリア」をテーマにお話していた
だきました。
その後行った「働く」について考え
るワールドカフェでは、「働くこと」
についてさまざまなテーマをもと
に話し合いが活発に行われました。
これからの人生設計やキャリアプ
ランについて、真剣に考える機会
となりました。

編集・発行
青森県男女共同参画センター
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「百円玉ひとつ握りしめてスポーツ会館に来れば、あなたも今日
からカーラー！」と船木さんは、まさにシニアの星だった。

（千田 哲史）

「身近な人を幸せにしたくて」取材で聞いたその一言が今で
も響いています。有意義な時間をありがとうございました。

（三宅 万里子）

面白いことを企んでいる人たちからたくさん刺激を受けた今号。
そんな人が地域の救世主に！これから楽しみです。

　　　　　　　　　　　　　　（情報誌担当 鈴木）

■編集・発行
　青森県男女共同参画センター・アピオあおもり
　〒０３０-０８２２　青森市中央３丁目１７－１
　ＴＥＬ ０１７－７３２－１０８５　ＦＡＸ ０１７－７３２－１０７３
　ＨＰ  http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/

■編集後記■編集後記

■交通アクセス
　市営バス利用
　●中央循環線「アピオあおもり前」下車
　●青森駅前4番乗場より下記行きで１５分
　　「働く女性の家前」下車、徒歩３分
　　（市民病院線、横内環状線、問屋町行き、
　　浜田循環線、青森公立大行き）
　●国道４号線「市役所前」下車、徒歩８分
　※公共交通機関をご利用の上、ご来館ください。

読者プレゼント　「黒い石だたみ」チョコレートブラウニー（黒石市提供）が 10名様に当たります。

　　　　　　　　詳しくは 8ページをご覧ください。

Created  by  中野渡明美

■コラム■コラム
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　「綾子さんが、子どもができて、働くのが大変になった

ら、仕事をやめてもらってもよいと思っています」という娘

の彼氏発言に、私がＮＧを出してから、５年余りが過ぎた。

　私の娘は、一生働き続けられる職業をということで小学

校教員になった。その娘に「仕事をやめてもらっても・・」と

いう発言は、たとえ思いやりから発した言葉とはいえ、「２

人で乗り越えていきたい」であってほしかったのである。

　現在、娘夫婦には３歳になる娘がいる。出産後最初の１

年間は娘が、次の１年間は娘のパートナーが育児休業をと

り、２人で協力し合いながら生活している。昨年の春から

は子どもの保育園生活が始まり、けがをしたり病気になっ

たりのあわただしい日々を送っている。しかし、さまざま

な制度や、車で30分のところに住んでいるパートナーの

ご両親の力も借りながら、子どもの保育園生活を２人で乗

り越えてきた。

　一方、その間、多額のローンを組んで家も建てた。娘の夫

は「小学校の教員」、「男性」、「あてにされる」ということも

あり、仕事上つらいことも多々あるという。そんなパート

ナーに「体を壊してまで、仕事を続ける必要はないよ。い

ざとなれば、家は売ればいいし、私も働いているんだから、

何とかなるわよ」と、言っているらしい。その言葉で、パー

トナーは少しでも楽になれているに違いない。

　一人一人が経済的、精神的、生活的にも自立しているか

らこそ、互いが助け合える。これが男女共同参画だと微笑

ましく思う私である。　　　　　　　　　　
（ＳＡＫＵＲＡＫＯ）

●青森県男女共同参画センター及び青森県子ども家庭支援センターは、
　指定管理者「青森コミュニティビジネス株式会社」が受託・運営して
　います。

…

……

アピオあおもり／青森県男女共同参画センターは、女性、男性、高齢者、子どもなどすべ
ての人々が個人として尊重され、共に支え合う男女共同参画社会の実現をめざして、県
民のさまざまな活動を支援するための拠点です。
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　リネンブランド「ＫＯＭＯ」の作家でありながら、精神対話士
としてもお仕事している岡さん。「青森は、何かを始めると第一
人者になりやすい。出来る範囲の自分の好きなことをお金に変
えていくこと、場所にとらわれない生き方がしたいと思ってい
たので、今の仕事が合っています」と話します。ネットを駆使
してストールを使ったコーディネートの情報発信も積極的に行
っています。幅広い仕事の中で、県内外問わず、幅広い年齢層
の方をお客様にしているそう。
　鶴田町が好きな仲間で集まった「つるた街プロジェクト」は、最終的に利益を
出すことを目的として始めたもの。今まで鶴田町で、ハンドメイド作家さんたち
の繋がりはなかったけれど、実際繋がってみたら面白い人ばかり。『ＴＳＵｍａｐ』
は、サポーター費で発行しているフリーペーパーで、鶴田町にとっては欠かせ
ないものとなっています。制作・発行には、鶴田町へ移住してきたママさんた
ちが、子どもをおんぶにだっこで取材に取り組んでいます。「移住してきた人が
鶴田町を気に入って、盛り上げてくれているのがとてもうれしいし、もっと気
に入られる街、おもしろい街にしていければ」と話す岡さん。メイドイン鶴田
を日本中へ広めるべく、今後もさまざまなイベントを企画しています。

特 集 特 集

　「青森って、実はとっても世界に近かったんですね」と話す船木さん。この４
月、ロシアのソチで開催された「世界女子シニアカーリング選手権大会」に参
加。昨年に続く２度目の世界大会への出場でした。カーリングを始めたのは
2005年からで、２年後に職場の仲間とチーム「ありえね～ず」を結成。チーム
結成７年で「日本シニア」を制し、世界へと雄飛したのは、他には真似のできな
い青森の利点をフルに活かした結果でした。
　メリットは、専用の競技会場（青森市スポーツ会館）があり、格安の料金で利
用できること。他県では1時間2000円程のところ、青森ではたったの90円。
「100円持って来れば、その日からゲームができるし、運動が苦手でも誰でもでき
る」と、横内さんは魅力を力説します。また、すぐ隣で実力者たちの練習を見学
できたり、講習会も頻繁に開かれるなど、技術向上の機会にも恵まれています。
「子育てが終わり、次は自分のためのやりがいを見つけたかった」船木さんは、
48歳から競技を始めましたが、「私たちに引退はない」と、ぐっと胸を張ります。
　また、「遠征費を稼ぐために、仕事もしっかりやらないと。世界大会に出るた
めには、試合の前後２週間も仕事を休まなければいけないし、職場の理解も欠か
せません」周囲に対する感謝を胸に、週２～３回２時間の練習に汗を流しています。

　萩原さんご夫妻は、健康長寿県である長野県から移住して
きました。畑で出来た野菜を加工して販売する『二本立ての
農業』を目指している萩原さん夫妻。就農する上で青森でよ
かったことは、非農家からの農業で、農地も農具も無いな
か、自分たちの足で歩き回り、そこでたくさんの人と出会え
て応援してもらえたことだと話します。そして一番は応援し
てくれる家族がいること！子どもがアレルギー持ちだったこ
ともあり、無農薬の野菜で家族を元気にしたい、という思い
で農業を始めました。
　現在多品目の無農薬野菜を作っており、近隣のスーパー等
に少しずつ卸しています。今後は、加工場と店舗を持ってパ
ン屋と農家をやりつつ、自分でこだわって作った天然酵母の
パンと、これからたくさん出るであろう規格外の野菜を有効
活用して、スープやお菓子等を提供できる場所を整備してい
く予定だそうです。アレルギーを持つ人たちへの料理の提供、また「アレルギーの情報発信など
をしたり、子どもたちや一般の人たちと一緒に、野菜の勉強ができるような環境を整えていきた
い」と今後の展望を教えてくださいました。「たくさんの人ではないけれど、隣にいる人を元気
にしたいという気持ちが力になる」と言います。
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よ
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あ
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﹁
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﹂
７
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特
集
﹁
地
域
の
活
力
を
高
め
る
女
性
の
活
躍
―
平

成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
白
書
か
ら
―
﹂
の
中

で
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
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●
女
性
の
起
業
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
女
性
の
能
力
発
揮
や
自
己

実
現
の
場
と
し
て
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

●
理
想
の
子
ど
も
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﹁
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﹂﹁
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●
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見
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と
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女
性
は
男
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て
、
﹁
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人
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い
か
ら
﹂
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挙
げ
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割
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っ
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地
域
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生
か
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つ
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き
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就
業
の
場
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拡
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地
方
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ば
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地
方
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女
性
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っ
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よ
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的
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な
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。
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ら
れ
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起
業
や
子
育
て
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境
な
ど
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面
で
、
地
方
に
し
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な
い
メ
リ
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ト
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活
用
し
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就
業
の
問
題
を
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
、
住
む
場
所
と
し
て
す
ば
ら
し
い
場

所
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

女性の活躍で青森県を元気に！
人口減少、少子化、高齢化の進行は、労働力人口の減少、消費活動の低迷、地域コミュニ
ティ機能の低下など、青森県の社会経済に様々な影響を及ぼします。この問題について、
女性の活躍・移住してきた方の活躍に焦点を当てて、考えてみましょう。

青森の利点を活かし、世界へ雄飛

長野から青森へ移住。「隣にいる人を元気にしたい」

青森で第一人者に、そして日本中へ発信

リネンブランド「ＫＯＭＯ」
つるた街プロジェクト 代表

岡 詩子さん

農場経営　萩原 香吏さん（右）
（左は夫の萩原 拓さん）

カーリングチーム「ありえね〜ず」
横内 艶子さん　船木 志津子さん

▲ソチの世界大会でチームメイトと
（左から）横内さん、松井さん、
　　　　濱館さん、船木さん

◇
地
方
に
住
む
こ
と
を
理
想
と
す
る
理
由
◇（備考）

１. 内閣府男女共同参画曲「地域における女性の活躍に関する意識調査」（平成 27年）より作成。
２.「都市部に住むことを理想とする理由」については、住むことを理想とする地域が「どちらかというと都市部」とし

た者（女性 4,387人、男性 3,775人）について集計。
３.「地方に住むことを理想とする理由」については、住むことを理想とする地域が「どちらかというと地方」とした者

（女性 5,957人、男性 6,336人）について集計。
４. 最もあてはまるもの１つのみ回答。

女性

男性
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11.4
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19.9
16.9

4.1
4.3

7.0
8.0

仕事の機会が充実しているから

教育の機会が充実しているから

子育て環境（保育園など）が充実しているから

医療・介護が充実しているから

交通機関や商業・娯楽施設が充実しているから

豊かな文化や流行に触れられるから
（音楽、芸術、スポーツ、ファッションなど）

物価や地価が安いから

自然環境がよいから

近くに親族や知人が多いから

地域の人間関係がよいから

ゆったり仕事や子育てができるから

自分又は配偶者の郷里（又は出身地）だから

その他の理由

特にない／わからない
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・
起
業
な
ど

青
森
で
よ
か
っ
た
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
！

　リネンブランド「ＫＯＭＯ」の作家でありながら、精神対話士
としてもお仕事している岡さん。「青森は、何かを始めると第一
人者になりやすい。出来る範囲の自分の好きなことをお金に変
えていくこと、場所にとらわれない生き方がしたいと思ってい
たので、今の仕事が合っています」と話します。ネットを駆使
してストールを使ったコーディネートの情報発信も積極的に行
っています。幅広い仕事の中で、県内外問わず、幅広い年齢層
の方をお客様にしているそう。
　鶴田町が好きな仲間で集まった「つるた街プロジェクト」は、最終的に利益を
出すことを目的として始めたもの。今まで鶴田町で、ハンドメイド作家さんたち
の繋がりはなかったけれど、実際繋がってみたら面白い人ばかり。『ＴＳＵｍａｐ』
は、サポーター費で発行しているフリーペーパーで、鶴田町にとっては欠かせ
ないものとなっています。制作・発行には、鶴田町へ移住してきたママさんた
ちが、子どもをおんぶにだっこで取材に取り組んでいます。「移住してきた人が
鶴田町を気に入って、盛り上げてくれているのがとてもうれしいし、もっと気
に入られる街、おもしろい街にしていければ」と話す岡さん。メイドイン鶴田
を日本中へ広めるべく、今後もさまざまなイベントを企画しています。

特 集 特 集

　「青森って、実はとっても世界に近かったんですね」と話す船木さん。この４
月、ロシアのソチで開催された「世界女子シニアカーリング選手権大会」に参
加。昨年に続く２度目の世界大会への出場でした。カーリングを始めたのは
2005年からで、２年後に職場の仲間とチーム「ありえね～ず」を結成。チーム
結成７年で「日本シニア」を制し、世界へと雄飛したのは、他には真似のできな
い青森の利点をフルに活かした結果でした。
　メリットは、専用の競技会場（青森市スポーツ会館）があり、格安の料金で利
用できること。他県では1時間2000円程のところ、青森ではたったの90円。
「100円持って来れば、その日からゲームができるし、運動が苦手でも誰でもでき
る」と、横内さんは魅力を力説します。また、すぐ隣で実力者たちの練習を見学
できたり、講習会も頻繁に開かれるなど、技術向上の機会にも恵まれています。
「子育てが終わり、次は自分のためのやりがいを見つけたかった」船木さんは、
48歳から競技を始めましたが、「私たちに引退はない」と、ぐっと胸を張ります。
　また、「遠征費を稼ぐために、仕事もしっかりやらないと。世界大会に出るた
めには、試合の前後２週間も仕事を休まなければいけないし、職場の理解も欠か
せません」周囲に対する感謝を胸に、週２～３回２時間の練習に汗を流しています。

　萩原さんご夫妻は、健康長寿県である長野県から移住して
きました。畑で出来た野菜を加工して販売する『二本立ての
農業』を目指している萩原さん夫妻。就農する上で青森でよ
かったことは、非農家からの農業で、農地も農具も無いな
か、自分たちの足で歩き回り、そこでたくさんの人と出会え
て応援してもらえたことだと話します。そして一番は応援し
てくれる家族がいること！子どもがアレルギー持ちだったこ
ともあり、無農薬の野菜で家族を元気にしたい、という思い
で農業を始めました。
　現在多品目の無農薬野菜を作っており、近隣のスーパー等
に少しずつ卸しています。今後は、加工場と店舗を持ってパ
ン屋と農家をやりつつ、自分でこだわって作った天然酵母の
パンと、これからたくさん出るであろう規格外の野菜を有効
活用して、スープやお菓子等を提供できる場所を整備してい
く予定だそうです。アレルギーを持つ人たちへの料理の提供、また「アレルギーの情報発信など
をしたり、子どもたちや一般の人たちと一緒に、野菜の勉強ができるような環境を整えていきた
い」と今後の展望を教えてくださいました。「たくさんの人ではないけれど、隣にいる人を元気
にしたいという気持ちが力になる」と言います。

ＳＴＯＰ
人口減少

!

　人
口
減
少
の
現
状

　青
森
県
の
人
口
は
、
1
9
8
3
︵
昭
和
58
︶
年
の

1
5
2
万
9
2
6
9
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い

て
お
り
、
平
成
22
年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
平
成
22
年
10
月
1
日
現
在
の
人
口
は

1
3
7
万
3
3
3
9
人
で
し
た
。
平
成
17
年
か
ら

の
5
年
間
で
見
る
と
6
万
3
3
1
8
人
の
減
少
と

な
り
、
こ
の
期
間
の
減
少
幅
は
過
去
最
大
と
な
り

ま
し
た
。

　昨
年
話
題
に
な
っ
た
書
籍
﹃
地
方
消
滅
〜
東
京

一
極
集
中
が
招
く
人
口
減
少
﹄︵
増
田
寛
也
編
著
︶

に
よ
れ
ば
、
青
森
県
で
は
25
年
後
の
2
0
4
0

年
、﹁
若
年
女
性
人
口
変
化
率
﹂
が
、
弘
前
市
で
マ

イ
ナ
ス
54
・
4
%
、
青
森
市
で
マ
イ
ナ
ス
57
・

4
%
、
八
戸
市
で
マ
イ
ナ
ス
54
・
6
%
と
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
出
産
可
能
な
20

〜
39
歳
の
女
性
が
25
年
後
に
は
5
割
以
上
い
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
急
激
な
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
べ
く
、

青
森
県
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や

若
年
層
の
県
内
定
着
を
促
進
す
る
た
め
の
雇
用
の

創
出
・
拡
大
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
促
進
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

　青
森
は
ど
ん
な
ま
ち
？

　ず
っ
と
住
ん
で
い
る
と
気
が
付
か
な
い
青
森
の

良
さ
も
あ
る
は
ず
…
。
青
森
市
に
あ
る
、﹁
転
勤
族

妻
の
会
﹂
の
14
名
の
み
な
さ
ん
に
、
青
森
の
印
象

に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

■
青
森
の
い
い
と
こ
ろ

・
親
切
な
方
が
多
い
印
象
。
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
時
な
ど
、
特
に
年
配
の
方
が
よ
く
声
を

か
け
て
く
れ
た
。

・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
場
所
が
限
ら
れ

る
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
。

・
観
光
名
所
が
多
い
の
で
、
来
客
を
ア
テ
ン
ド

し
や
す
い
。

・
水
が
美
味
し
い
。
食
材
も
美
味
し
い
。

・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
の
で
、
動
き
や
す
い
。

・
公
園
が
広
く
、
遊
具
も
楽
し
い
も
の
が
多
い
。

■
青
森
に
移
住
し
て
困
っ
た
と
こ
ろ

・
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
い
。

・
よ
そ
者
扱
い
さ
れ
る
。﹁
青
森
つ
ま
ら
な
い
で

し
ょ
﹂
と
言
わ
れ
る
。
そ
ん
な
こ
と
思
っ
て

な
い
の
に
…
。

・
雪
道
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
冬
の
雪
に
身

動
き
が
取
れ
な
い
。

　女
性
が
気
に
入
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
で
、
青
森

に
定
住
し
た
い
と
考
え
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
人
口
減
少
の
緩
和
に
繋
が
る
か
も
…
！

地
方
に
は
女
性
が
輝
い
て

生
き
る
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

　内
閣
府
発
行
の
情
報
誌
﹁
共
同
参
画
﹂
７
月
号

特
集
﹁
地
域
の
活
力
を
高
め
る
女
性
の
活
躍
―
平

成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
白
書
か
ら
―
﹂
の
中

で
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
女
性
の
起
業
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、
女
性
の
能
力
発
揮
や
自
己

実
現
の
場
と
し
て
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

●
理
想
の
子
ど
も
数
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
と
し
て
、
女
性
は
﹁
自
分
自
身
が
、

育
児
と
両
立
可
能
な
仕
事
に
就
い
て
い
る
こ

と
﹂﹁
地
域
の
子
育
て
環
境
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
﹂
な
ど
を
、
男
性
よ
り
も
多
く
挙
げ
て

い
る
。

●
都
市
部
ま
た
は
地
方
に
住
む
こ
と
を
理
想
と

す
る
理
由
を
男
女
別
に
見
る
と
、
い
ず
れ
も

女
性
は
男
性
と
比
較
し
て
、
﹁
近
く
に
親
族

や
知
人
が
多
い
か
ら
﹂
を
挙
げ
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
繋
が
り
を
生
か
し

つ
つ
、
女
性
の
就
業
意
欲
の
高
ま
り
に
対
応

で
き
る
就
業
の
場
の
拡
大
が
地
方
で
進
め

ば
、
地
方
は
女
性
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
的
な

場
所
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
地
方
に
は
女
性
が
輝
い

て
生
き
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

起
業
や
子
育
て
環
境
な
ど
の
面
で
、
地
方
に
し
か

な
い
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
、
就
業
の
問
題
を
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
、
住
む
場
所
と
し
て
す
ば
ら
し
い
場

所
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

女性の活躍で青森県を元気に！
人口減少、少子化、高齢化の進行は、労働力人口の減少、消費活動の低迷、地域コミュニ
ティ機能の低下など、青森県の社会経済に様々な影響を及ぼします。この問題について、
女性の活躍・移住してきた方の活躍に焦点を当てて、考えてみましょう。

青森の利点を活かし、世界へ雄飛

長野から青森へ移住。「隣にいる人を元気にしたい」

青森で第一人者に、そして日本中へ発信

リネンブランド「ＫＯＭＯ」
つるた街プロジェクト 代表

岡 詩子さん

農場経営　萩原 香吏さん（右）
（左は夫の萩原 拓さん）

カーリングチーム「ありえね〜ず」
横内 艶子さん　船木 志津子さん

▲ソチの世界大会でチームメイトと
（左から）横内さん、松井さん、
　　　　濱館さん、船木さん

◇
地
方
に
住
む
こ
と
を
理
想
と
す
る
理
由
◇（備考）

１. 内閣府男女共同参画曲「地域における女性の活躍に関する意識調査」（平成 27年）より作成。
２.「都市部に住むことを理想とする理由」については、住むことを理想とする地域が「どちらかというと都市部」とし

た者（女性 4,387人、男性 3,775人）について集計。
３.「地方に住むことを理想とする理由」については、住むことを理想とする地域が「どちらかというと地方」とした者

（女性 5,957人、男性 6,336人）について集計。
４. 最もあてはまるもの１つのみ回答。

女性

男性

2.5
6.4

0.7
0.9

2.5
2.4

2.0
2.2

3.2
3.1

1.7
1.7

5.4
5.4

25.2
32.1

20.4
11.4

2.3
2.6

3.0
2.7

19.9
16.9

4.1
4.3

7.0
8.0

仕事の機会が充実しているから

教育の機会が充実しているから

子育て環境（保育園など）が充実しているから

医療・介護が充実しているから

交通機関や商業・娯楽施設が充実しているから

豊かな文化や流行に触れられるから
（音楽、芸術、スポーツ、ファッションなど）

物価や地価が安いから

自然環境がよいから

近くに親族や知人が多いから

地域の人間関係がよいから

ゆったり仕事や子育てができるから

自分又は配偶者の郷里（又は出身地）だから

その他の理由

特にない／わからない
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　「黒石りんごまつり」で青森県男

女共同参画センター作成

のパネルの展示、オープ

ンカレッジの合同開催、

黒石市役所職員対象の研

修等でお世話になりまし

た。

概況：三方に津軽平野、東に八甲田

連峰が連なり、青森県のほぼ中央に

位置する。

平成26年に市制施行60周年を迎え

た。豊かな自然と豊富な

温泉に恵まれた古くから

の城下町。

各市町村で活躍するグループ・団体・企業等を紹介します。
今号は黒石市の『黒石ハーモニーの会』をご紹介。
会長の石澤恵美子さんにお話を伺いました。

▲

黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
皆
さ
ん

︵
取
材

：

谷

　和
也
︶

人口  35,225人 

黒石発 キラリ
地
元
を
好
き
だ
と
い
う
こ
と
は
強
み

地
域
の
た
め
に
出
来
る
事
を
考
え
る

　﹁
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
﹂は
、平
成
15

年
に
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
﹁
男
性

の
家
庭
・
地
域
参
画
事
業
〜
男
ら
し
さ

か
ら
自
分
ら
し
さ
へ
﹂を
実
施
し
た
際

に
、集
ま
っ
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
﹁
継
続
し
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
﹂

と
い
う
想
い
か
ら
、平
成
16
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
34
名
。
男
女

問
わ
ず
、幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
い
ま

す
。　主

な
活
動
と
し
て
は
会
報
作
り
や
１

年
に
１
度
の
清
掃
活
動
、イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
加
え
、毎
月
の
定
例
会
の
中
で
、

事
業
と
し
て
何
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
現
在
黒
石
市
で
行
っ
て
い
る
市

民
向
け
公
開
講
座
﹁
未
来
塾
﹃
女
・
男
・

輝
か
せ
て
﹄﹂と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
１
年

に
１
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　﹁
男
性
、女
性
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

人
と
し
て

生
き
て
い

く
中
で
地

域
の
た
め

に
何
が
出

来
る
か
を

考
え
る
よ

う
に
な
り

ま

し

た
。

例
え
ば
今

回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
テ
ー

マ
が
﹃
人
口
減
少
﹄。
私
達
の
住
む
黒
石

市
を
良
く
す
る
た
め
に
、男
女
共
同
参
画

と
合
わ
せ
て
何
が
出
来
る
ん
だ
ろ
う
っ

て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
﹂

と
会
長
の
石
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　市
民
向
け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

踏
ま
え
、﹁
地
元
を
好
き
だ
と
い
う
こ
と

は
強
み
﹂﹁
自
分
で
で
き
る
事
を
周
り
の

人
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
﹂と
メ
ン

バ
ー
も
口
を
揃
え
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
が
生
活
に
も
生
き
る

　メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
の
男
性
は
男
女

共
同
参
画
の
活
動
を
通
し
て
、
家
庭
内
や

仕
事
に
も
役
立
っ
た
と
話
し
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど
も
た
ち
を
認
め
る

こ
と
、家
庭
内
の
雰
囲
気
の
作
り
方
、職

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、多

く
の
事
を
学
び
、実
践
し
て
き
た
そ
う
で

す
。　ま

た
、市
役
所
で
男
女
共
同
参
画
の
担

当
だ
っ
た
職
員
が
、
異
動
後
も
黒
石
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
会
に
在
籍
。
異
動
後
の
職
務

に
も
生
か
せ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
、地

域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
継
続
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　設
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で
長
く
活
動

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、本
当
に
地
域
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
何
か
を
常
に
模
索
し

て
い
る
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
皆
さ

ん
。
今
後
は
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
々
を

巻
き
込
み
、活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私が男女共同参画を
担当しています
黒石市
企画財政部 企画課
市民参画交流係　
須藤　美和子さん

青森県の

情報
市町村

（男 16,444人、女 18,781人）

　　　　Ｈ27.6.30現在

男女共同参画事業ピックアップ！

黒石市

ミニデータ 黒
石
市

←紅葉の名所「中野も
みじ山」。京都の「嵐山」
にちなんで「小嵐山」と
称されている。

特産品：黒石米、黒石りんご、黒石

やきそば、黒石つゆやきそば

め

　お

　
黒
石
市
で
は
大
き
く
２
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
平
成
10
年
か
ら
行
っ
て
い

る
﹁
未
来
塾
﹃
女
・
男
・
輝
か
せ
て
﹄﹂。
毎
年
５
回
、

﹁
す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
や
す
い
社

会
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
ま
ず
市
民
の
方
々
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
設
定
し
て
、
そ
の
中

で
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
を
意
識
し
て
も
ら
う

形
で
進
め
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
の
講
座
は
黒
石

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共
催
で
﹁
人

口
減
少
﹂
を
テ
ー
マ
に
行
う
予
定
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
﹁
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
﹂
で
す
。
若
い
世
代
を
中
心
に
意
識
付
け
の
た

め
の
講
座
や
研
修
を
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
今
年
で
３
年
目
。
昨
年

度
の
後
半
か
ら
、
自
分
た
ち
で
何
か
を
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
黒
石
市
内
の
色
々
な
場
所

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
黒
石
り
ん
ご

ま
つ
り
の
際
に
、
企
画
課
で
一
角
を
借
り
て
男
女

共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
と
姉
妹
都
市
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
そ
こ
で
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
か
ら
お
借
り
し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
を
し
た

り
、
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
で
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
は
、
様
々
な
こ
と
に
対

し
て
の
ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
男

女
共
同
参
画
に
活
か
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
る
方
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い

う
想
い
が
あ
る
限
り
、
私
達
も
一
緒
に
色
々
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︵
取
材

：

三
宅
　
万
里
子
︶

そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
働
く
た
め
に

　青
森
県
は
、﹁
自
分
の
家
庭
の
理
想
は
、﹃
夫
が

外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
﹄
こ
と
だ
﹂
と

い
う
考
え
方
を
肯
定
す
る
割
合
が
全
国
平
均

よ
り
も
低
く
、
性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
分
担

し
な
い
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。︵
全

国
平
均
44
・
2
％
に
対
し
、
青
森
県
42
・
４
％
︶

ま
た
、
男
性
の
長
時
間
労
働
も
、
全
国
平
均
よ

り
も
短
い
で
す
。

　一
方
、
女
性
の
有
業
率
・
就
職
希
望
者
の
割

合
は
全
国
平
均
よ
り
も
低
い
結
果
が
出
て
い

て
、
青
森
県
の
女
性
の
就
業
意
欲
が
低
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。︵
平
成
27
年
度
版

　男
女
共
同

参
画
白
書
掲
載
デ
ー
タ
よ
り
︶

　固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
な

い
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
た
今
、
青
森
県
に
必

要
な
の
は
、
例
え
ば
、
夫
婦
で
1
・
5
人
分
の

仕
事
を
目
指
し
て
、
ゆ
と
り
あ
る
仕
事
と
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
を
築
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
の
は
、
女
性
が
自
分
ら
し
く
能
力
を
発
揮
で

き
る
場
と
、
女
性
自
身
も
働
く
意
欲
を
持
つ
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　女
性
た
ち
の
就
業
意
欲
を
高
め
る
た
め
に

も
、
風
土
や
周
り
の
男
性
の
意
識
、
多
様
な
価

値
観
を
認
め
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
青
森
県
の
﹁
元
気
﹂
に
つ
な
が
っ

て
行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
般
論
的
に
人
口
増
減
と
は
、
人
が
産
ま

れ
た
り
死
ん
だ
り
す
る
﹃
自
然
増
減
﹄
と
進
学
・

就
職
・
転
勤
な
ど
転
出
入
の
﹃
社
会
増
減
﹄

の
２
つ
が
あ
り
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

人
口
減
少
は
﹃
社
会
増
減
﹄
の
方
が
大
き
な

原
因
で
あ
る
。

　﹃
社
会
増
減
﹄
に
お
け
る
青
森
県
の
要
因
は
、

仕
事
を
求
め
て
県
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
仕
事
が

な
い
、
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
は
な
く
、
一

次
産
業
︵
農
林
水
産
業
︶
が
職
業
と
し
て
成
立

　プロフィール：平成16年より現職。日本労働法学会、
日本キャリアデザイン学会等に所属。若年者の雇用、キャ
リア教育、男女共同参画、地方創生にも取組んでいる。

人
口
増
加
の
た
め
に
は

　
　
　
　
基
盤
産
業
の
育
成

特 集

▼

小
磯

　重
隆
さ
ん

　弘
前
大
学
准
教
授

　学
生
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　副
セ
ン
タ
ー
長

突
破
口
は
﹃
女
性
の
一
歩
﹄

〜
青
森
県
の
人
口
減
少
対
策
と
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て

　
　
　
　
弘
前
大
学
准
教
授
　
小
磯
重
隆
さ
ん
に
聞
く
〜

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
問
題
で
あ
る
。

一
次
産
業
で
も
二
次
産
業
で
も
、
外
か
ら
入

金
で
き
る
産
業
形
態
が
重
要
で
あ
り
、
青
森

県
は
こ
の
基
盤
産
業
の
育
成
と
農
業
の
兼
業

化
が
課
題
だ
と
考
え
る
。

　
ま
た
青
森
県
は
﹃
儲
か
る
仕
事
﹄
が
上
手

で
は
な
い
。﹁
儲
か
ら
な
い
﹂＝﹁
仕
事
を
増
や

せ
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
仕
事
に
生

産
性
の
向
上
や
働
き
方
の
付
加
価
値
を
増
や

し
て
い
け
ば
、
お
の
ず
と
利
益
も
上
が
り
仕

事
も
増
え
る
は
ず
だ
。
仕
事
の
仕
方
を
改
善

し
て
利
益
の
出
る
体
質
に
し
て
い
け
ば
、
真

似
す
る
人
も
出
て
き
て
相
乗
効
果
も
生
ま
れ
、

ま
た
一
回
り
利
益
が
出
る
だ
ろ
う
。
雇
用
も

増
え
る
は
ず
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

　
　
　
﹁
上
手
な
共
働
き
﹂

　
人
口
減
少
は
何
に
も
増
し
て
深
刻
で
あ
る
。

人
に
よ
っ
て
は
﹁
小
さ
く
て
も
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
﹂
と
言
っ
て
い
る
が
、
個
人
的
に
少

し
乱
暴
な
言
い
方
を
す
る
と
、
そ
れ
は
幻
想

に
す
ぎ
な
い
。
商
店
は
閉
店
、
病
院
や
学
校

も
な
く
な
る
。
そ
し
て
仕
事
も
な
い
の
で
、
加

速
度
的
に
人
口
は
流
出
す
る
。
一
人
一
人
が

深
刻
に
受
け
止
め
、
で
き
る
事
を
や
っ
て
い

か
な
い
と
、
青
森
県
の
人
口
減
少
は
止
ま
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
、
夫
婦
で
１
・
５
人
分
く
ら
い
の
世

帯
収
入
が
得
ら
れ
る
共
稼
ぎ
の
モ
デ
ル
が

キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
考
え
る
。
き
っ
ち
り
一
人

分
の
仕
事
が
あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

雇
用
が
足
り
な
い
今
の
青
森
県
で
無
い
物
ね

だ
り
を
す
る
よ
り
は
、
夫
婦
で
１
・
５
人
分

の
仕
事
が
で
き
れ
ば
豊
か
に
暮
ら
せ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
大
切
な
の
は
、
男
女
が
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
︵
仕
事
と
生
活
の
調
和
︶
を
上
手
に
保

ち
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
働
け
、
家
庭
の
こ
と

も
で
き
る
雇
用
だ
。

　
育
児
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、﹃
育
休
﹄
以

外
に
も
、
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人
は

６
時
間
正
社
員
︵
給
料
は
８
分
の
６
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
︶
に
で
き
る
制
度
を
、
企
業
は

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
へ
の
支

援
は
整
い
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
来
年
の
４
月
か
ら
﹁
女
性
の
活
躍
新

法
﹂
と
い
う
法
律
が
で
き
る
。
今
回
は
一
段
上

の
概
念
で
、
仕
事
と
生
活
を
調
和
し
た
上
で

の
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
Ｕ
Ｐ
に
一
歩
踏
み
込
も

う
と
し
て
い
る
。
３
０
１
人
以
上
の
会
社
に
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
計
画
作
成
が
義

務
化
さ
れ
る
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
だ

け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

U
P 

を
含
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
経
営
判
断

に
女
性
が
加
わ
る
事
を
求
め
、
現
状
把
握
や

周
知
も
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

女
性
の
一
歩
踏
み
出
す
力
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

　
女
性
の
活
躍
と
は
﹁
や
っ
て
み
よ
う
！
﹂

と
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
だ
と
思
う
。
新
し
い

こ
と
で
も
そ
う
で
な
く
て
も
、
何
か
一
歩
踏

み
出
し
て
み
る
。

　
そ
れ
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
一
歩
。
女
性

が
﹁
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う
か
な
？
﹂
と

一
歩
踏
み
出
せ
る
社
会
や
環
境
が
大
事
だ
。

　
今
ま
で
の
男
性
中
心
の
社
会
で
、
違
う
考

え
を
持
つ
女
性
が
一
歩
踏
み
出
し
て
み
よ
う

か
な
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
新
し
い
切
り
口
に
な
る
。

　
自
分
が
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
こ
と
を
や

る
。
そ
れ
が
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
起
爆
剤
と

な
り
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
人
材
と
な
る
。

　
さ
あ
、
一
歩
踏
み
出
そ
う
！

3



　「黒石りんごまつり」で青森県男

女共同参画センター作成

のパネルの展示、オープ

ンカレッジの合同開催、

黒石市役所職員対象の研

修等でお世話になりまし

た。

概況：三方に津軽平野、東に八甲田

連峰が連なり、青森県のほぼ中央に

位置する。

平成26年に市制施行60周年を迎え

た。豊かな自然と豊富な

温泉に恵まれた古くから

の城下町。

各市町村で活躍するグループ・団体・企業等を紹介します。
今号は黒石市の『黒石ハーモニーの会』をご紹介。
会長の石澤恵美子さんにお話を伺いました。

▲

黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
皆
さ
ん

︵
取
材

：

谷

　和
也
︶

人口  35,225人 

黒石発 キラリ
地
元
を
好
き
だ
と
い
う
こ
と
は
強
み

地
域
の
た
め
に
出
来
る
事
を
考
え
る

　﹁
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
﹂は
、平
成
15

年
に
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
﹁
男
性

の
家
庭
・
地
域
参
画
事
業
〜
男
ら
し
さ

か
ら
自
分
ら
し
さ
へ
﹂を
実
施
し
た
際

に
、集
ま
っ
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
﹁
継
続
し
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
﹂

と
い
う
想
い
か
ら
、平
成
16
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
会
員
は
34
名
。
男
女

問
わ
ず
、幅
広
い
世
代
が
参
加
し
て
い
ま

す
。　主

な
活
動
と
し
て
は
会
報
作
り
や
１

年
に
１
度
の
清
掃
活
動
、イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
加
え
、毎
月
の
定
例
会
の
中
で
、

事
業
と
し
て
何
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か

話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
現
在
黒
石
市
で
行
っ
て
い
る
市

民
向
け
公
開
講
座
﹁
未
来
塾
﹃
女
・
男
・

輝
か
せ
て
﹄﹂と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
１
年

に
１
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　﹁
男
性
、女
性
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

人
と
し
て

生
き
て
い

く
中
で
地

域
の
た
め

に
何
が
出

来
る
か
を

考
え
る
よ

う
に
な
り

ま

し

た
。

例
え
ば
今

回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
テ
ー

マ
が
﹃
人
口
減
少
﹄。
私
達
の
住
む
黒
石

市
を
良
く
す
る
た
め
に
、男
女
共
同
参
画

と
合
わ
せ
て
何
が
出
来
る
ん
だ
ろ
う
っ

て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
﹂

と
会
長
の
石
澤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　市
民
向
け
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

踏
ま
え
、﹁
地
元
を
好
き
だ
と
い
う
こ
と

は
強
み
﹂﹁
自
分
で
で
き
る
事
を
周
り
の

人
に
も
発
信
し
て
い
き
た
い
﹂と
メ
ン

バ
ー
も
口
を
揃
え
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
が
生
活
に
も
生
き
る

　メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
の
男
性
は
男
女

共
同
参
画
の
活
動
を
通
し
て
、
家
庭
内
や

仕
事
に
も
役
立
っ
た
と
話
し
ま
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど
も
た
ち
を
認
め
る

こ
と
、家
庭
内
の
雰
囲
気
の
作
り
方
、職

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、多

く
の
事
を
学
び
、実
践
し
て
き
た
そ
う
で

す
。　ま

た
、市
役
所
で
男
女
共
同
参
画
の
担

当
だ
っ
た
職
員
が
、
異
動
後
も
黒
石
ハ
ー

モ
ニ
ー
の
会
に
在
籍
。
異
動
後
の
職
務

に
も
生
か
せ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
、地

域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
継
続
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　設
立
当
初
か
ら
現
在
ま
で
長
く
活
動

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、本
当
に
地
域
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
何
か
を
常
に
模
索
し

て
い
る
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
皆
さ

ん
。
今
後
は
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
々
を

巻
き
込
み
、活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私が男女共同参画を
担当しています
黒石市
企画財政部 企画課
市民参画交流係　
須藤　美和子さん

青森県の

情報
市町村

（男 16,444人、女 18,781人）

　　　　Ｈ27.6.30現在

男女共同参画事業ピックアップ！

黒石市

ミニデータ 黒
石
市

←紅葉の名所「中野も
みじ山」。京都の「嵐山」
にちなんで「小嵐山」と
称されている。

特産品：黒石米、黒石りんご、黒石

やきそば、黒石つゆやきそば

め

　お

　
黒
石
市
で
は
大
き
く
２
つ
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
平
成
10
年
か
ら
行
っ
て
い

る
﹁
未
来
塾
﹃
女
・
男
・
輝
か
せ
て
﹄﹂。
毎
年
５
回
、

﹁
す
べ
て
の
人
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
や
す
い
社

会
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
ま
ず
市
民
の
方
々
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
設
定
し
て
、
そ
の
中

で
男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
を
意
識
し
て
も
ら
う

形
で
進
め
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
の
講
座
は
黒
石

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
共
催
で
﹁
人

口
減
少
﹂
を
テ
ー
マ
に
行
う
予
定
で
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
﹁
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
講

座
﹂
で
す
。
若
い
世
代
を
中
心
に
意
識
付
け
の
た

め
の
講
座
や
研
修
を
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
平

成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
今
年
で
３
年
目
。
昨
年

度
の
後
半
か
ら
、
自
分
た
ち
で
何
か
を
や
っ
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
黒
石
市
内
の
色
々
な
場
所

を
巡
る
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
黒
石
り
ん
ご

ま
つ
り
の
際
に
、
企
画
課
で
一
角
を
借
り
て
男
女

共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
と
姉
妹
都
市
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
作
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
そ
こ
で
ア
ピ
オ
あ

お
も
り
か
ら
お
借
り
し
た
パ
ネ
ル
の
展
示
を
し
た

り
、
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
で
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
黒
石
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
会
は
、
様
々
な
こ
と
に
対

し
て
の
ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
男

女
共
同
参
画
に
活
か
し
た
い
と
い
う
想
い
を
持
っ

て
い
る
方
が
と
て
も
多
い
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
い

う
想
い
が
あ
る
限
り
、
私
達
も
一
緒
に
色
々
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4



困ったときはすぐに相談！

　１
９
８
５
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制
定
さ
れ
て
、
30
年
が
た
ち
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
男
性
の
職
業
と
言
わ
れ
て
い
た
、
消
防
士
、
警

察
官
、
大
型
バ
ス
の
運
転
手
な
ど
で
も
、
女
性
が
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
約
６
割
の
女
性
が
出
産
・
育
児
等
を
理
由
に
離
職

し
て
い
た
割
合
は
、
均
等
法
が
で
き
た
80
年
代
後
半
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
平
成
26
年
度
の
雇
用
の
場
に
お
け
る
女
性
か
ら
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
年
間
相
談
件
数
は
、
全
体
の
６
割
の
７
３
４
３
件
に
も
上

り
、
女
性
が
安
心
し
て
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
と
は
言
え
な
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
、
私
た
ち
が

今
後
ど
う
考
え
、
進
ん
で
い
く
べ
き
か
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

総務省「平成23年社会生活基本調査」より作成。
表中の数値は週全体平均・１日あたりの従事時間を示している。

合　　計
39分

６時間３分
51分

６時間57分

合　　計
39分

６時間３分
51分

６時間57分

育児時間
30分

２時間26分
39分

３時間22分

育児時間
30分

２時間26分
39分

３時間22分

家事時間
９分

３時間37分
12分

３時間35分

家事時間
９分

３時間37分
12分

３時間35分

青森県

全　国

青森県

全　国

夫
妻
夫
妻

夫
妻
夫
妻

区　　分区　　分

６歳未満の子どもがいる夫及び妻の家事・育児への参画時間

制
度
に
よ
る
効
果
が
知
ら
れ
て
い
な
い

　
　男
女
雇
用
機
会
均
等
法

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
て
30
年

女
性
が
安
心
し
て
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
に
な
っ
た
か

男女雇用機会均等法とは？歴史と変遷男女雇用機会均等法とは？歴史と変遷

1985年　制定
雇用において募集・採用、配置・
昇進で男女の差別をしてはいけな
い、というのが「努力義務」と規
定される。その結果、男性10人、
女性５人など、性別を分けた採用
ができなくなったり、営業マン→
営業職、保母→保育士、看護婦→
看護師、スチュワーデス→客室乗
務員などの言いかえが進んだ。

1997年　改正
・募集・採用、配置・昇進が差別
禁止規定に強化。
・女性のみの募集、女性優遇も原
則禁止。
・違反に対して企業名を公表する
制裁を課す。
・調停の申請に「相手の同意」が
不要に。
・性的な嫌がらせセクシャル・ハ
ラスメントへの事業主の「配慮
義務」が盛り込まれる。

2006年　改正
①差別禁止の範囲拡大
・男女を問わず、「性別」を理由
とする差別の禁止。
・降格、職種及び雇用形態の変
更（正社員からパートなど）、
退職の勧奨、労働契約の更新
が差別禁止の対象に追加。
・妊娠・出産等を理由とする不
利益取扱禁止の範囲の拡大
等、働く妊産婦の保護強化。
・「間接差別」の禁止を新設。
（例：募集・採用に当たり、合
理的な理由なく身長・体重・
体力を条件とする。）

②セクシュアル・ハラスメントに
関して、事業主の義務が「配
慮」から「措置」に強化。
③罰則の新設。事業主が差別の報
告をしなかったり、虚偽の報告
をした場合、20万円以下の過
料が科せられる。

時代背景〜
1979年の国連総会で「女
子差別撤廃条約」が採択
され、日本も批准のため
国内法を整備する必要に
迫れていました。
1970年代ごろから既に雇
用者総数の３分の１が女
性となり、その過半数が
既婚者で、多くの女性が
家庭と職場の両立問題に
直面していました。

時代背景〜
1980年代半ば以降、日本
でもセクシュアル・ハラ
スメントという言葉が使
われ始めました。89年に
は、福岡の出版社に勤務
していた女性が上司を訴
えた「セクハラ裁判」が提
訴され、流行語大賞にな
るなど社会問題化しまし
た。

時代背景〜
採用時に、「男性のみ」と
いう直接差別の文言がな
くても、転勤ができない
多くの女性を総合職から
排除するなどの、「間接差
別」が残っている現状が法
律の中途半端な適用とさ
れていました。
律の中途半端な適用とさ

問題点
非正規雇用が、男女双
方で進む矛盾が現れ、
特に女性のパート労働
など不安定雇用の状況
が深刻化しています。

るなど社会問題化しまし

男性のみ」と
いう直接差別の文言がな

問題点
セクハラ規定が初めて
法律に創設されました
が、その対策は事業主
の単なる「配慮」であっ
たためセクハラ被害が
後を絶たず、同時に、
事務職や看護職で男性
を理由に採用しない事
業主があるなど、男性
への差別も注目を集め
ました。

家庭と職場の両立問題に

1980年代半ば以降、日本
でもセクシュアル・ハラ
スメントという言葉が使
われ始めました。89年に
は、福岡の出版社に勤務
していた女性が上司を訴

が提
訴され、流行語大賞にな

問題点
差別が「禁止」ではなく
「努力義務」であったた
め、当初から実効性に
疑問の声が上がってい
ました。さらに、義務
違反に対する調停の申
請をするのに、従業員
と事業主双方の同意が
必要とされたので、事
実上ほとんど機能しま
せんでした。

慣
習
や
意
識
の
問
題

機
会
の
平
等
は
、

　
　
　結
果
の
平
等
に
あ
ら
ず

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
企
業
の
多

く
は
、
男
女
別
定
年
制
や
、
男
女
別
賃
金
制
度
が
違
法
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

一
方
で
、
男
女
別
賃
金
格
差
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
働
く
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
既
婚
女
性
を
み

る
と
そ
の
約
６
割
が
第
一
子
出
産
を
機
に
退
職
す
る
と
い

う
事
実
も
好
転
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
用
さ

れ
、
効
果
が
あ
る
の
か
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
制
度
の

問
題
、
男
女
の
給
与
格
差
や
女
性
の
二
重
労
働
に
つ
な
が

る
慣
習
や
意
識
に
よ
る
問
題
。
制
定
さ
れ
て
30
年
経
っ
た

現
在
で
も
、
根
源
と
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
解
決
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
、
結
果
の
平
等
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
１
９
８
５
年
、
均
等
法
施
行
の
年
に
入
社
し
た
Ｉ
さ
ん
、

「
仕
事
か
結
婚
か
と
か
、
そ
う
い
う
選
び
方
は
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
い
っ
ぺ
ん
に
欲
し
い
な
っ
て

感
じ
で
す
」
。
こ
の
Ｉ
さ
ん
の
想
い
は
い
ま
だ
に
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
真
の
雇
用
機
会
の
均
等（
結
果
の
平
等
）に
は
、「The

 
Personal 

is 
Political

（
個
人
的
な
こ
と
は
社
会
的
な
こ

と
）」。
女
性
の
働
き
方
の
問
題
は
、
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
男
性
も
含
め
た
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
：
千
田
　
哲
史
）

　
６
月
14
日（
日
）ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に
て
、「
拓
く
２
０

１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
つ
い
て
50
名
の
方
に
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
．「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

約
９
割
の
人
た
ち
か
ら
「
知
っ
て
い
る
」
と
の
回
答

を
も
ら
い
ま
し
た
。
法
律
が
制
定
さ
れ
て
30
年
。
多

く
の
人
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

Ｑ
２
．「
こ
の
法
律
が
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
？
」

高
い
認
知
度
に
対
し
て
こ
の
法
律
が
実
際
の
生
活
に

ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

８
割
に
近
い
人
た
ち
が「
役
に
立
っ
て
い
な
い
」と
回

答
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
個
人
と
し
て
知
っ
て
い
て

も
、
会
社
の
人
が
知
ら
な
い
と
問
題
が
起
き
て
も
揉

み
消
さ
れ
そ
う
」「
知
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
名
前
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
程
度
」「
実
際
に
役
に
立
っ
た
話

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
制
定
さ
れ
て
30
年
。
言
葉
は
知
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
法
律
へ
の
理
解
が
低
い
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

う
え
で
の
土
台
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
総
務
省「
平
成
23
年
社
会
生

活
基
本
調
査
」に
よ
る
と
、日
本

の
「
夫
」
の
家
事
・
育
児
へ
の

参
画
時
間
は
、
51
分
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
青
森
県

の
夫
の
参
画
時
間
39
分
は
、
際

立
っ
て
短
い
と
い
え
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」と
い
う
よ
う
な
、
果

た
す
べ
き
役
割
を
性
別
に
よ
っ

て
決
め
よ
う
と
す
る「
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
」が
今
で

も
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同

参
画
課「
青
森
県
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」の
、「
夫
婦
の
役
割
分
担

の
理
想
と
現
実
」を
見
る
と
、
約
６
割
の
県
民
が「
労
働
も

家
事
育
児
も
夫
婦
共
同
」が
理
想
と
考
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
実
に
そ
う
な
っ
て
い
る
夫
婦
が
お
よ
そ
２

割
し
か
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
女
性
が
働
こ
う
と
す
る
と
き
、
仕
事
、
家

事
・
育
児
の
二
重
の
負
担
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

男
性
の
給
与
を
１
０
０
と
し
た
と
き

女
性
の
給
与
は
70
・
３

　
厚
生
労
働
省
「
平
成
25
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
男
性
一
般
労
働
者
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と

し
た
と
き
、
女
性
の
給
与
水
準
は
、
青
森
県
で
は
70
・
３

で
す
。
前
年
に
比
べ
る
と
、
一
層
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
全
国
平
均
71
・
３
と
比
べ
て
も
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
給
与
格
差
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
女

性
が
出
産
・
育
児
等
を
理
由
に
仕
事
を
辞
め
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
勤
続
年
数
が
短
い
こ
と
。

女
性
の
働
き
方
の
55
・
８
％
が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
職
の
割
合
を
見
て
も
、
女
性
の
係
長
以
上

の
割
合
は
16
％
と
低
い
数
値
で
あ
り
、
給
与
額
に
も
影
響

し
ま
す
。

青
森
県
の
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
は
39
分
！

Ｑ１．男女雇用機会均等法を
　　 知っていますか？

Ｑ２．この法律が、役に立っている
　　 と感じますか？

役に立つ　　　　役にたたない

知っている　　　知らない

77％

23％

10％

90％

相談時間 9：00〜16：00　水曜・年末年始を除く毎日

★女性が抱える様々な相談はこちら

青森県男女共同参画センター相談室

　　017－732－1022
相談時間 8：30〜17：15　土日・祝日・年末年始を除く毎日

★男女差別、育休・産休・職場でのセクハラ、
　パートの均衡待遇などの相談はこちら

　青森労働局雇用均等室

　　017－734－4211
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困ったときはすぐに相談！

　１
９
８
５
年
に
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
制
定
さ
れ
て
、
30
年
が
た
ち
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
男
性
の
職
業
と
言
わ
れ
て
い
た
、
消
防
士
、
警

察
官
、
大
型
バ
ス
の
運
転
手
な
ど
で
も
、
女
性
が
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
約
６
割
の
女
性
が
出
産
・
育
児
等
を
理
由
に
離
職

し
て
い
た
割
合
は
、
均
等
法
が
で
き
た
80
年
代
後
半
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
平
成
26
年
度
の
雇
用
の
場
に
お
け
る
女
性
か
ら
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
年
間
相
談
件
数
は
、
全
体
の
６
割
の
７
３
４
３
件
に
も
上

り
、
女
性
が
安
心
し
て
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
と
は
言
え
な
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
、
私
た
ち
が

今
後
ど
う
考
え
、
進
ん
で
い
く
べ
き
か
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

総務省「平成23年社会生活基本調査」より作成。
表中の数値は週全体平均・１日あたりの従事時間を示している。

合　　計
39分

６時間３分
51分

６時間57分

合　　計
39分

６時間３分
51分

６時間57分

育児時間
30分

２時間26分
39分

３時間22分

育児時間
30分

２時間26分
39分

３時間22分

家事時間
９分

３時間37分
12分

３時間35分

家事時間
９分

３時間37分
12分

３時間35分

青森県

全　国

青森県

全　国

夫
妻
夫
妻

夫
妻
夫
妻

区　　分区　　分

６歳未満の子どもがいる夫及び妻の家事・育児への参画時間

制
度
に
よ
る
効
果
が
知
ら
れ
て
い
な
い

　
　男
女
雇
用
機
会
均
等
法

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
て
30
年

女
性
が
安
心
し
て
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
に
な
っ
た
か

男女雇用機会均等法とは？歴史と変遷男女雇用機会均等法とは？歴史と変遷

1985年　制定
雇用において募集・採用、配置・
昇進で男女の差別をしてはいけな
い、というのが「努力義務」と規
定される。その結果、男性10人、
女性５人など、性別を分けた採用
ができなくなったり、営業マン→
営業職、保母→保育士、看護婦→
看護師、スチュワーデス→客室乗
務員などの言いかえが進んだ。

1997年　改正
・募集・採用、配置・昇進が差別
禁止規定に強化。
・女性のみの募集、女性優遇も原
則禁止。
・違反に対して企業名を公表する
制裁を課す。
・調停の申請に「相手の同意」が
不要に。
・性的な嫌がらせセクシャル・ハ
ラスメントへの事業主の「配慮
義務」が盛り込まれる。

2006年　改正
①差別禁止の範囲拡大
・男女を問わず、「性別」を理由
とする差別の禁止。
・降格、職種及び雇用形態の変
更（正社員からパートなど）、
退職の勧奨、労働契約の更新
が差別禁止の対象に追加。
・妊娠・出産等を理由とする不
利益取扱禁止の範囲の拡大
等、働く妊産婦の保護強化。
・「間接差別」の禁止を新設。
（例：募集・採用に当たり、合
理的な理由なく身長・体重・
体力を条件とする。）

②セクシュアル・ハラスメントに
関して、事業主の義務が「配
慮」から「措置」に強化。
③罰則の新設。事業主が差別の報
告をしなかったり、虚偽の報告
をした場合、20万円以下の過
料が科せられる。

時代背景〜
1979年の国連総会で「女
子差別撤廃条約」が採択
され、日本も批准のため
国内法を整備する必要に
迫れていました。
1970年代ごろから既に雇
用者総数の３分の１が女
性となり、その過半数が
既婚者で、多くの女性が
家庭と職場の両立問題に
直面していました。

時代背景〜
1980年代半ば以降、日本
でもセクシュアル・ハラ
スメントという言葉が使
われ始めました。89年に
は、福岡の出版社に勤務
していた女性が上司を訴
えた「セクハラ裁判」が提
訴され、流行語大賞にな
るなど社会問題化しまし
た。

時代背景〜
採用時に、「男性のみ」と
いう直接差別の文言がな
くても、転勤ができない
多くの女性を総合職から
排除するなどの、「間接差
別」が残っている現状が法
律の中途半端な適用とさ
れていました。

問題点
非正規雇用が、男女双
方で進む矛盾が現れ、
特に女性のパート労働
など不安定雇用の状況
が深刻化しています。

問題点
セクハラ規定が初めて
法律に創設されました
が、その対策は事業主
の単なる「配慮」であっ
たためセクハラ被害が
後を絶たず、同時に、
事務職や看護職で男性
を理由に採用しない事
業主があるなど、男性
への差別も注目を集め
ました。

問題点
差別が「禁止」ではなく
「努力義務」であったた
め、当初から実効性に
疑問の声が上がってい
ました。さらに、義務
違反に対する調停の申
請をするのに、従業員
と事業主双方の同意が
必要とされたので、事
実上ほとんど機能しま
せんでした。

慣
習
や
意
識
の
問
題

機
会
の
平
等
は
、

　
　
　結
果
の
平
等
に
あ
ら
ず

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
に
よ
っ
て
、
企
業
の
多

く
は
、
男
女
別
定
年
制
や
、
男
女
別
賃
金
制
度
が
違
法
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

一
方
で
、
男
女
別
賃
金
格
差
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
働
く
女
性
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
既
婚
女
性
を
み

る
と
そ
の
約
６
割
が
第
一
子
出
産
を
機
に
退
職
す
る
と
い

う
事
実
も
好
転
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
実
用
さ

れ
、
効
果
が
あ
る
の
か
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
制
度
の

問
題
、
男
女
の
給
与
格
差
や
女
性
の
二
重
労
働
に
つ
な
が

る
慣
習
や
意
識
に
よ
る
問
題
。
制
定
さ
れ
て
30
年
経
っ
た

現
在
で
も
、
根
源
と
な
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が
解
決
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
、
結
果
の
平
等
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
１
９
８
５
年
、
均
等
法
施
行
の
年
に
入
社
し
た
Ｉ
さ
ん
、

「
仕
事
か
結
婚
か
と
か
、
そ
う
い
う
選
び
方
は
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
い
っ
ぺ
ん
に
欲
し
い
な
っ
て

感
じ
で
す
」
。
こ
の
Ｉ
さ
ん
の
想
い
は
い
ま
だ
に
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
真
の
雇
用
機
会
の
均
等（
結
果
の
平
等
）に
は
、「The

 
Personal 

is 
Political

（
個
人
的
な
こ
と
は
社
会
的
な
こ

と
）」。
女
性
の
働
き
方
の
問
題
は
、
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
男
性
も
含
め
た
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
：
千
田
　
哲
史
）

　
６
月
14
日（
日
）ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に
て
、「
拓
く
２
０

１
５
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
つ
い
て
50
名
の
方
に
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
１
．「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

約
９
割
の
人
た
ち
か
ら
「
知
っ
て
い
る
」
と
の
回
答

を
も
ら
い
ま
し
た
。
法
律
が
制
定
さ
れ
て
30
年
。
多

く
の
人
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

Ｑ
２
．「
こ
の
法
律
が
、
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
？
」

高
い
認
知
度
に
対
し
て
こ
の
法
律
が
実
際
の
生
活
に

ど
の
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

８
割
に
近
い
人
た
ち
が「
役
に
立
っ
て
い
な
い
」と
回

答
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
個
人
と
し
て
知
っ
て
い
て

も
、
会
社
の
人
が
知
ら
な
い
と
問
題
が
起
き
て
も
揉

み
消
さ
れ
そ
う
」「
知
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
名
前
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
程
度
」「
実
際
に
役
に
立
っ
た
話

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
制
定
さ
れ
て
30
年
。
言
葉
は
知
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

こ
の
法
律
へ
の
理
解
が
低
い
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

う
え
で
の
土
台
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
総
務
省「
平
成
23
年
社
会
生

活
基
本
調
査
」に
よ
る
と
、日
本

の
「
夫
」
の
家
事
・
育
児
へ
の

参
画
時
間
は
、
51
分
と
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
青
森
県

の
夫
の
参
画
時
間
39
分
は
、
際

立
っ
て
短
い
と
い
え
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
、「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」と
い
う
よ
う
な
、
果

た
す
べ
き
役
割
を
性
別
に
よ
っ

て
決
め
よ
う
と
す
る「
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
」が
今
で

も
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
青
森
県
青
少
年
・
男
女
共
同

参
画
課「
青
森
県
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
調
査
報
告
書
」の
、「
夫
婦
の
役
割
分
担

の
理
想
と
現
実
」を
見
る
と
、
約
６
割
の
県
民
が「
労
働
も

家
事
育
児
も
夫
婦
共
同
」が
理
想
と
考
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
実
に
そ
う
な
っ
て
い
る
夫
婦
が
お
よ
そ
２

割
し
か
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
女
性
が
働
こ
う
と
す
る
と
き
、
仕
事
、
家

事
・
育
児
の
二
重
の
負
担
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

男
性
の
給
与
を
１
０
０
と
し
た
と
き

女
性
の
給
与
は
70
・
３

　
厚
生
労
働
省
「
平
成
25
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

に
よ
る
と
、
男
性
一
般
労
働
者
の
給
与
水
準
を
１
０
０
と

し
た
と
き
、
女
性
の
給
与
水
準
は
、
青
森
県
で
は
70
・
３

で
す
。
前
年
に
比
べ
る
と
、
一
層
格
差
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
全
国
平
均
71
・
３
と
比
べ
て
も
１
ポ
イ
ン
ト
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
給
与
格
差
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
女

性
が
出
産
・
育
児
等
を
理
由
に
仕
事
を
辞
め
て
い
る
こ
と

に
よ
り
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
勤
続
年
数
が
短
い
こ
と
。

女
性
の
働
き
方
の
55
・
８
％
が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
管
理
職
の
割
合
を
見
て
も
、
女
性
の
係
長
以
上

の
割
合
は
16
％
と
低
い
数
値
で
あ
り
、
給
与
額
に
も
影
響

し
ま
す
。

青
森
県
の
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
は
39
分
！

Ｑ１．男女雇用機会均等法を
　　 知っていますか？

Ｑ２．この法律が、役に立っている
　　 と感じますか？

役に立つ　　　　役にたたない

知っている　　　知らない

77％

23％

10％

90％

相談時間 9：00〜16：00　水曜・年末年始を除く毎日

★女性が抱える様々な相談はこちら

青森県男女共同参画センター相談室

　　017－732－1022
相談時間 8：30〜17：15　土日・祝日・年末年始を除く毎日

★男女差別、育休・産休・職場でのセクハラ、
　パートの均衡待遇などの相談はこちら

　青森労働局雇用均等室

　　017－734－4211
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 ●  One ' s        L ife（より豊かに生きるためのヒントをお伝えします）
　さまざまな経験やそのときどきの想いを糧に築きあげて昨日より今日、今日より明日の人生を充実させている中島美華さんの生き方を紹介します。

﹁
歌
い
に
き
て
く
れ
な
い
か
な
﹂

想
い
に
寄
り
添
い
、
語
る
歌

　
テ
レ
ビ
番
組
や
ラ
ジ
オ
番
組
で
活
躍
す
る
中
島
美
華
さ

ん
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、﹁
な

か
じ
ま
み
か
楽
団
﹂
を
立
ち
上
げ
、
毎
年
６
月
に
﹁
か
た
り

う
た
﹂
と
題
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
主
宰
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
震
災
後
、
ラ
ジ
オ
カ
ー
に
乗
っ
て
県
内
の
被
災
地

を
回
り
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
心
の
傷
に
触
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
い
い
ま
す
。
﹁
同
じ
地
区
で
も
、
実
際
に
被

災
し
た
人
と
、
免
れ
た
人
の
間
に
溝
が
で
き
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
す
。
特
に
被
災
し
た
人
は
、
二
重
三
重
に
苦
し

み
を
味
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
人
た
ち
か
ら
、
み
か
ち
ゃ
ん
、

歌
い
に
き
て
く
れ
な
い
か
な
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
私
に

何
か
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
や
る
し
か
な
い

と
﹂
。
報
道
な
ど
で
は
、被
災
地
は
３
県︵
岩
手
・
宮
城
・
福
島
︶

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
青
森
県
も
被
災
地
で
す
。
そ
の
こ

と
を
周
知
す
る
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い
も

あ
っ
た
そ
う
。
﹁
そ
れ
に
、
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る

１
日
を
、
み
な
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
﹂。

　
中
島
さ
ん
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
か
ら
誕
生
し
た
ユ
ニ
ッ
ト

﹁
ト
リ
オ
★
ザ
★
ポ
ン
チ
ョ
ス
﹂
の
デ
ビ
ュ
ー
曲
、﹃
好
き

だ

D
e
a
r
！
八
戸
せ
ん
べ
い
汁
﹄
で
初
め
て
作
詞
を
し

た
と
き
か
ら
、﹁
う
た
が
降
っ
て
く
る
﹂
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
。
か
た
り
う
た
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
自
身
が
大
好
き

な
青
森
の
人
々
を
想
い
つ
く
っ
た
歌
を
、
支
え
て
く
れ
る

プ
ロ
の
仲
間
た
ち
の
演
奏
に
の
せ
て
、
語
る
よ
う
に
歌
い

ま
す
。
途
中
さ
ま
ざ
ま
な
演
出
が
あ
り
、
お
客
さ
ん
た
ち

と
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
人
生
を
語
り
合
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
会
場
は
１
０
０
席
の
と
こ
ろ
を
探
す
そ
う
。

﹁
会
場
が
大
き
す
ぎ
る
と
、
お
客
さ
ん
と
話
が
で
き
な
く

な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
来
て
く
れ
た
人
全
員
と
、
お
話

が
し
た
い
ん
で
す
﹂
と
中
島
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
か
た
り
う
た
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
年
に
１
度
、
６
月
に

県
内
３
つ
の
会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。﹁
今
後
も
、
で
き

れ
ば
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
続
け
る
と
い
う
の
は
、
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
す
け
ど
ね
。
そ
れ
で
も
、
伝
え
て
い
く
べ

き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
想
い
を
出
す
と
、
周
り
も

想
い
を
出
し
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
た
く
さ
ん

の
想
い
を
抱
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
出
さ
な
い
と
も
っ
た

い
な
い
。
今
後
も
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
想
い
を
解
放

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
﹂。

人
前
に
出
る
の
が
苦
手

そ
れ
で
も
伝
え
続
け
て
い
く

　
実
は
、
小
さ
い
頃
は
目
立
つ
の
が
嫌
い
だ
っ
た
と
い
う
中

島
さ
ん
。
人
前
で
話
す
の
も
苦
手
で
、
授
業
中
に
先
生
に
あ

て
ら
れ
る
と
、
耳
ま
で
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

﹁
そ
れ
に
、
言
葉
っ
て
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
か
ら
。
あ
ま
り
話
を
し
な
い
子
で
し
た
﹂
と
笑
っ
て

話
す
中
島
さ
ん
で
す
が
、
八
戸
で
通
っ
た
高
校
の
恩
師
に
、

ラ
ジ
オ
で
校
歌
を
歌
っ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
ま
れ
た
こ
と

で
、
運
命
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
﹁
本
番
で
、
ピ
ア
ノ
の
伴

奏
が
間
違
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
と
き
の
私
の
対
処

の
仕
方
を
見
て
、
リ
ポ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
み
な
い
か
と
声
を

か
け
ら
れ
た
ん
で
す
﹂
。
そ
の
と
き
の
中
島
さ
ん
は
26
歳
。
盛

岡
の
大
学
を
卒
業
し
、
八
戸
に
戻
っ
て
す
で
に
就
職
し
て
い
ま

し
た
。
一
度
は
こ
の
話
を
断
っ
た
の
で
す
が
、
一
年
後
、
勤

務
先
の
事
情
で
退
職
。
リ
ポ
ー
タ
ー
の
道
を
歩
む
決
心
を
し

ま
す
。

　
﹁
最
初
は
と
に
か
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
ね
。
知
ら
な
い

人
に
声
を
掛
け
る
の
は
勇
気
が
い
り
ま
し
た
し
。
で
も
、
好
奇

心
の
ほ
う
が
勝
っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。
次
第
に
の
め
り
込
ん

で
い
き
ま
し
た
ね
﹂
。
リ
ポ
ー
タ
ー
を
続
け
る
う
ち
に
、
中
島

さ
ん
は
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。﹁
マ
イ
ク
を
向
け
る

と
、
な
ま
っ
て
る
か
ら
い
や
だ
と
言
わ
れ
た
り
。
地
元
の
い
い

と
こ
ろ
を
聞
く
と
、
な
ん
も
な
い
と
返
っ
て
き
た
り
。
そ
う
い

う
こ
と
が
、
と
て
も
多
か
っ
た
ん
で
す
。
私
は
青
森
が
大
好
き

で
す
か
ら
、
不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

な
い
で
す
よ
っ
て
。
素
敵
な
人
が
、
青
森
に
は
た
く
さ
ん
い

る
ん
で
す
よ
っ
て
。
ぜ
ひ
県
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
﹂。
そ
れ
か
ら
、
中
島
さ
ん
の
、

伝
え
る
役
割
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
﹁
気
づ
く
だ
け
で
、
す
ご
く
変
わ
る
﹂
、
﹁
気
づ
く
き
っ
か
け

は
、〝
人
〞
で
あ
る
﹂
。
こ
の
２
つ
は
、
中
島
さ
ん
が
、
経
験
か

ら
得
た
信
条
で
す
。﹁
な
ん
だ
か
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い

る
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
は
、
伝
え
る
人

で
あ
り
た
い
、
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
﹂
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

︵
取
材

：

井
藤
　
雪
香
︶

「うた」と「笑い」で

青森の“人”の素晴らしさに

気がついてもらいたい

Profile
八戸市出身。ＲＡＢ青森放送などでフリーリポーター

として活躍するほか、ラジオパーソナリティー、ナ

レーション、司会、シンガーソングライター、八戸

せんべい汁研究所副所長も務め、活動の場は多岐に

わたる。

中島　美華さん
（八戸市在住）

Ｒｅｐｏｒｔ

青森県の男女共同参画

ハガキに、住所、氏名、年齢、電話番号、今回の「クローバーあおもり」の感想、興味を持っ
た記事を明記のうえ、下記宛先にお送りください。なお、応募者が多い場合には抽選となり
ます。当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。応募は平成27年９月30日
(水)まで（消印有効）。ご記入いただいた個人情報は、目的外に使用することはありません。

〒030-0822 青森市中央３丁目17−１　青森県男女共同参画センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　クローバーあおもり読者プレゼント係

佐藤イネ子さん
（合同会社イネ子の畑から 代表社員）

平成27年度「女性のチャレンジ賞」表彰
（内閣府）を受賞！

　起業、ＮＰＯ法人での活動、地域活動等にチャ

レンジすることで輝いている女性個人、女性団

体・グループに贈られる「女性のチャレンジ賞」

を、中泊町の佐藤イネ子さんが受賞しました。

この賞は、内閣府によって年に４件選ばれるも

のです。

　佐藤さんは、青森県で初めて農業経営士の認

定を受けた女性経営者。廃油暖房機を利用した

冬獲りアスパラガスや大玉１果狩りメロンの導

入など、自然災害や価格変動に左右されない地

域農業の経営の複合化モデルとなる取組を実

施。水稲と野菜の複合経営に早くから取り組

み、トマトの産地化などにより地域農業の活性

化に貢献してきました。

　また、「給食おもいやり隊」を結成し、地元農

産物の美味しさや農業の魅力を子どもたちに伝

える活動を行ってきました。

　平成24年に合同会社を設立し、農業の６次産

業化に取り組んでいるほか、ＶｉＣ・ウーマンや農

業経営士として指導的役割を担い、現在も活躍

しています。

本誌４ページでご紹介している黒石市から読者の皆さんにプレゼント！

おかしのオクムラ「黒い石だたみ」チョコレートブラウニー

応募
方法

黒石市名菓「黒い石だたみ」を、10名様にプレゼントします！

　青森県は、女性が活躍できる社会の実現に向け、今年度から２カ年にわたり新規事業として、「あおもり
女性の活躍ステップアップ事業」に取り組みます。企業の管理職や地域活動のリーダーなどから選ばれた
推進会議メンバーが参画して、女性管理職や地域活動リーダーの交流会、また、将来の管理職、リーダー
を目指す若手女性社員のネットワークづくりを目的としたセミナーを開催する予定です。将来的には、各
地域での女性リーダーネットワークの構築を目指します。

　７月３日（金）、女性が活躍できる社会の実現に向

けて、具体的取組の進め方や情報発信の方法等に

ついての意見交換を行うため、「あおもり輝く女性

ネットワーク推進会議」を開催しました。

　推進会議では、事業について活発な意見が出さ

れました。事業を担当する県男女共同参画課の織

笠さんは、「それぞれの分野で活躍する推進委員の

方に、さまざまな視点から発言していただいてい

る。今後このメンバーが核となって、セミナーや

交流会などを重ねていくことで、女性の活躍推進

を引っ張っていただける存在となるのでは」と期待

を寄せていました。

トピックス

読者プレゼン
ト

あおもり女性の活躍ステップアップ事業

10月中旬

女性人財
ネットワークセミナー（仮称）
対象：企業で働く女性等
　　（30人程度）
開催地：青森市、弘前市、八戸市

11月中旬

女性管理職・
リーダー交流会（仮称）
対象：女性の管理職、地域活動の
　 　 リーダー（30人程度）
開催地：青森市、弘前市、八戸市

11月中旬

女性の活躍推進
トップフォーラム
対象：企業の経営者、役員等
　　（150〜200人程度）
開催地：青森市

８月以降……「あおもり女性の活躍応援宣言企業」の募集
７月、１月…あおもり輝く女性ネットワーク推進会議

あおもり輝く女性ネットワーク推進会議
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voice

・
歯
磨
き
は
大
事
だ
と
わ
か
っ
て

い
た
が
、
つ
い
短
時
間
で
済
ま

せ
て
い
た
。講
座
で
歯
周
病
が
全
身
の
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
な
ど
と
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、気
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た
。

・
歯
周
病
を
予
防
し
、
自
分
の
歯
を
残
せ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
　
　

voice

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
方
の
お
話
を

　聞
い
て
、生
き
方
に
は
さ
ま
ざ
ま

　あ
り
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

・
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
友
達
と
意
見
を
交

換
す
る
い
い
機
会
だ
っ
た
。

・
自
分
の
可
能
性
は
一
つ
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
可
能
性
が
ま
だ
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　７
月
４
日
︵
土
︶
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
あ
お
も
り
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
講
し
ま
し
た
。
あ

お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
っ
て
政
策
・
方

針
決
定
の
場
に
参
画
し
、
地
域
や
企
業
で

活
躍
で
き
る
女
性
人
材
の
育
成
を
目
的
に

行
う
学
習
・
人
材
育
成
事
業
で
す
。

　開
講
式
で
は
、
実
施
す
る
３
会
場
の
受

講
生
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
青
森
県
男

女
共
同
参
画
課
の
三
浦
朋
子
課
長
か
ら
男

女
共
同
参
画
の
視
点
で
課
題
解
決
す
る
力

を
つ
け
、
各
地
域
で
の
皆
さ
ま
が
力
を
発

揮
し
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　開
講
式
・
ラ
ン
チ
交
流
会
に
引
き
続
き
、

公
開
講
座
﹁
女
性
の
力
が
未
来
を
か
え
る

―

グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
か
ら
考
え
る
日
本
の
未

来

―
﹂
と
題
し
て
、
関
西
学
院
客
員
教
授
の

講　座

あ
お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
講
！

・
世
界
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
、

生
の
声
で
聞
け
た
事
が
一
番
よ
か
っ
た
。

・
自
信
を
つ
け
る
た
め
に
、学
び
、知
識
を
広

げ
れ
ば
、自
分
の
可
能
性
が
広
が
る
。

・
現
場
で
状
況
を
見
て
き
た
人
な
ら
で
は
の

説
得
力
や
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
興
味
深

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
何
不
自
由
な
く
生

活
し
、
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
な
ん
で
も
学
べ

る
環
境
に
自
分
が
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

ア
ピ
オ
・
シ
ア
タ
ー

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

第
１
回

　５
／
24
︵
日
︶

﹁
そ
し
て
父
に
な
る
﹂

第
２
回

　７
／
20
︵
月
︶

﹁
グ
ッ
ド
・
ハ
ー
ブ
﹂

　５
月
か
ら
隔
月
で
シ
ン
グ
ル
な
ら
で
は
の
心
の

う
ち
を
話
せ
る
﹁
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
﹂
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　第
１
回
目
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
参
加

者
の
近
況
報
告
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
、
お
金
の
こ
と
、
面
会
交
流
の
こ
と
、
公
的
支

援
の
話
し
、
気
持
ち
の
揺
れ
な
ど
…
現
実
的
な
問

題
に
つ
い
て
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　次
回
は
10
月
４
日
︵
日
︶
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
シ
ン
グ
ル
を
考
え
て
い
る
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

▲あおもりウィメンズアカデミー開講式。

今年度は29名が受講し、青森市・むつ市・大鰐町の県内３か所

で実施中。

　日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
株
式
会
社
と
N
P
O

法
人
全
国
女
性
会
館
協
議
会
の
助
成
事
業

﹁
子
ど
も
が
自
分
で
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

母
親
対
象
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
気
づ
く
ヨ

ガ
﹂
を
６
月
７
日
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開

催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、
父
親
や
子
ど
も
の
家
事
参

画
が
低
い
状
況
で
、
母
親
の
家
事
負
担
を
減

ら
し
て
働
く
母
親
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
基
本
的

な
生
活
技
術
習
得
と
、
ヨ
ガ
で
自
分
の
コ
コ
ロ

と
身
体
に
向
き
合
い
、
母
親
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
の

時
間
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
働
く
母
親
支
援

と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談
in
八
戸

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談
in
八
戸

　﹁
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
青
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式

会
社
と
N
P
O
法
人
青
森
県
消
費
者
協
会
と

の
共
催
で
、
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
協
力
を

い
た
だ
き
、﹁
お
口
の
健
康
☆
歯
ッ
ピ
ー
講

座
﹂を
６
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

　講
座
で
は
講
師
の
平
野
正
徳
さ
ん
か
ら
、

日
本
一
短
命
の
青
森
県
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
歯
と
口
の
健
康
が
認
知
症
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
寿
命
と
い
っ
た
全

身
の
健
康
と
関
係
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
、
歯
と
口
を
健
康
で
き
れ
い
に
保

つ
毎
日
の
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

　ク
イ
ズ
等
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
社

会
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
男
女
共
同
参

画
の
理
解
と
気
づ
き
を
促
す
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
出
か
け
啓
発
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

　７
月
31
日︵
金
︶、
青
森
中
央
学
院
大
学
で
、

同
大
学
の
３
年
生
を
対
象
に
、﹁
働
く
﹂を
テ
ー

マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
工
藤
章
吾
さ
ん
、
小
笠
原
彩
子
さ

ん
、
須
藤
勝
利
さ
ん
か
ら
、
大
学
時
代
の
目
標

や
現
在
の
仕
事
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
は
、﹁
働

く
﹂
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、
今
後
の
就
職
活
動
に
向
け

て
今
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
じ
っ
く
り
考

え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

パソコン・携帯・スマホで
青森県男女共同参画センターを

もっと身近に！

◆ホームページ
　「青森県男女共同参画センター」
　http://www.apio.pref.aomori .jp/gender/

◆ブログ、facebook、twitter 

　青森県男女共同参画センタースタッフブログ：
　http://maruta.be/apiodanjo

　facebook：青森県男女共同参画センター

　twitter：@apiodanjo

講　座

大
学
生
の
た
め
の
将
来
設
計
セ
ミ
ナ
ー

大
崎
麻
子
さ
ん
の
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
だ
け
で
な
く
、
県

民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　大
崎
さ
ん
の
講
演
か
ら
、
女
性
が
真
に
輝

く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
で
あ
る
こ
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
と
世
界
を
変
え

る
た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲講演終了後のグループワークでは、「自分らしく生き

る」ための４つの自立についてそれぞれ話し合い、発表し

ました。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
親
子
と
は
何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。人
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
愛
情
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

 

・
と
て
も
中
身
の
重
い
テ
ー
マ
で
し
た
。人
間
の
心
、感

情
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
自
分
の
思
っ
て
い
る
心
の
内
を
話
し
た
く
て
、
同
感

し
て
も
ら
え
て
少
し
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

イベント

お
で
か
け
啓
発
事
業

講　座

子
ど
も
が
自
分
で
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

母
親
対
象
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
気
づ
く
ヨ
ガ

︻
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
︼

　５
月
10
日︵
日
︶に
、
青
森
県
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
﹁
ご
じ
ゃ
ら
っ

と
ひ
ろ
ば
﹂
で
、﹁
男
女
共
同
参
画
２
択
ク
イ

ズ
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

︻
男
女
が
わ
か
ち
合
い
さ
さ
え
合
う
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︼

　男
女
共
同
参
画
週
間︵
６
／
23
〜
29
︶に
先

立
ち
、
６
月
21
日︵
日
︶に
、
五
所
川
原
市
Ｅ

Ｌ
Ｍ
の
街
で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　食
事
の
後
に
は
、
助
成
元
の
日
本
テ
ト
ラ

パ
ッ
ク
株
式
会
社
の
環
境
に
配
慮
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
組
み
や
社
会
貢
献
の
取
組
み
な

ど
も
学
び
ま
し
た
。

　最
後
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
後
片
付
け
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て

お
料
理
し
た
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
見

て
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
に
感
激
し
た
様

子
で
し
た
。

▲子どもたちはSONAKAの会の皆さんから、

ひじきのまぜごはん、だし活！すまし汁、野菜

たっぷり鶏肉のホイル蒸し、ミルクゼリーの

４品を教えてもらい、全員で作りました。

講　座

お
口
の
健
康
☆
歯
ッ
ピ
ー
講
座

vol.2

▲オーラルケアマイスターの講師から、高齢

になってもいきいきした暮らしを送るため

には歯と口の健康を保つことが大切である

と学びました。

▲ワールドカフェでは、それぞれの仕事観や

大切にしたいことについて、他者とさまざま

な意見を交換し合いました。

︻
拓
く
2
0
1
5

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
り
︼

　６

月

14

日
︵

日

︶
に

、
S
E
E
D
S 

N
E
T
W
O
R
K
主
催
﹁
拓
く
2
0
1
5
﹂
で
、

﹁
男
女
共
同
参
画
ク
イ
ズ
﹂
と
﹁
意
識
調
査
〜

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

〜
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲「ごじゃらっとひろば」では、全問正解者

は50名中６名で、男女共同参画の理解へ一

歩前進したようです。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
最
後
の
最
後
ま
で
、
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
と
改
め

て
思
え
る
映
画
で
し
た
。

 

・
今
の
日
常
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。認
知
症
の
恐
ろ
し
さ
と
、周
囲
の
人
々

の
対
応
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。▲法律講座では、法テラス青森の小野

晶子弁護士から、離婚に向けた頭の整

理、検討しておくべきこと、準備して

おくべきことなどについてわかりやす

くお話していただきました。

　次
回
は
10
月
３
日
︵
土
︶、
法
律
講
座
を
10
時
〜

12
時
、
無
料
法
律
相
談
会
を
13
時
〜
15
時
、
い
ず

れ
も
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
行
い
ま
す
。

　６
月
25
日
︵
木
︶、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
を

対
象
に
、﹁
女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法

律
講
座
﹂
を
八
戸
︵
は
っ
ち
︶
で
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
が
正

し
い
法
律
や
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
不
利
益
を
被

ら
な
い
生
き
方
の
選
択
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
。
午
後
は
、
法
テ
ラ
ス
青
森
の
ご
協
力

の
も
と
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

上半期事業
　

上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

voice

︿
公
開
講
座
感
想
﹀

9



voice

・
歯
磨
き
は
大
事
だ
と
わ
か
っ
て

い
た
が
、
つ
い
短
時
間
で
済
ま

せ
て
い
た
。講
座
で
歯
周
病
が
全
身
の
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
な
ど
と
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、気
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た
。

・
歯
周
病
を
予
防
し
、
自
分
の
歯
を
残
せ
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
。
　
　

voice

・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
方
の
お
話
を

　聞
い
て
、生
き
方
に
は
さ
ま
ざ
ま

　あ
り
、
自
分
に
合
っ
た
も
の
を
探
せ
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

・
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
友
達
と
意
見
を
交

換
す
る
い
い
機
会
だ
っ
た
。

・
自
分
の
可
能
性
は
一
つ
だ
け
で
は
な
く
、

い
ろ
ん
な
可
能
性
が
ま
だ
あ
る
の
だ
と
い

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　７
月
４
日
︵
土
︶
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
に

お
い
て
、
平
成
27
年
度
あ
お
も
り
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
講
し
ま
し
た
。
あ

お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
っ
て
政
策
・
方

針
決
定
の
場
に
参
画
し
、
地
域
や
企
業
で

活
躍
で
き
る
女
性
人
材
の
育
成
を
目
的
に

行
う
学
習
・
人
材
育
成
事
業
で
す
。

　開
講
式
で
は
、
実
施
す
る
３
会
場
の
受

講
生
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
青
森
県
男

女
共
同
参
画
課
の
三
浦
朋
子
課
長
か
ら
男

女
共
同
参
画
の
視
点
で
課
題
解
決
す
る
力

を
つ
け
、
各
地
域
で
の
皆
さ
ま
が
力
を
発

揮
し
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　開
講
式
・
ラ
ン
チ
交
流
会
に
引
き
続
き
、

公
開
講
座
﹁
女
性
の
力
が
未
来
を
か
え
る

―

グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
か
ら
考
え
る
日
本
の
未

来

―
﹂
と
題
し
て
、
関
西
学
院
客
員
教
授
の

講　座

あ
お
も
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
講
！

・
世
界
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
、

生
の
声
で
聞
け
た
事
が
一
番
よ
か
っ
た
。

・
自
信
を
つ
け
る
た
め
に
、学
び
、知
識
を
広

げ
れ
ば
、自
分
の
可
能
性
が
広
が
る
。

・
現
場
で
状
況
を
見
て
き
た
人
な
ら
で
は
の

説
得
力
や
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
興
味
深

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
何
不
自
由
な
く
生

活
し
、
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
な
ん
で
も
学
べ

る
環
境
に
自
分
が
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

ア
ピ
オ
・
シ
ア
タ
ー

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
た
め
の

ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム

第
１
回

　５
／
24
︵
日
︶

﹁
そ
し
て
父
に
な
る
﹂

第
２
回

　７
／
20
︵
月
︶

﹁
グ
ッ
ド
・
ハ
ー
ブ
﹂

　５
月
か
ら
隔
月
で
シ
ン
グ
ル
な
ら
で
は
の
心
の

う
ち
を
話
せ
る
﹁
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
﹂
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　第
１
回
目
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
は
、
参
加

者
の
近
況
報
告
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
仕
事
の
こ

と
、
お
金
の
こ
と
、
面
会
交
流
の
こ
と
、
公
的
支

援
の
話
し
、
気
持
ち
の
揺
れ
な
ど
…
現
実
的
な
問

題
に
つ
い
て
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　次
回
は
10
月
４
日
︵
日
︶
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
シ
ン
グ
ル
を
考
え
て
い
る
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

▲あおもりウィメンズアカデミー開講式。

今年度は29名が受講し、青森市・むつ市・大鰐町の県内３か所

で実施中。

　日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
株
式
会
社
と
N
P
O

法
人
全
国
女
性
会
館
協
議
会
の
助
成
事
業

﹁
子
ど
も
が
自
分
で
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

母
親
対
象
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
気
づ
く
ヨ

ガ
﹂
を
６
月
７
日
、
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
開

催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、
父
親
や
子
ど
も
の
家
事
参

画
が
低
い
状
況
で
、
母
親
の
家
事
負
担
を
減

ら
し
て
働
く
母
親
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
基
本
的

な
生
活
技
術
習
得
と
、
ヨ
ガ
で
自
分
の
コ
コ
ロ

と
身
体
に
向
き
合
い
、
母
親
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
の

時
間
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
働
く
母
親
支
援

と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談
in
八
戸

女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法
律
講
座

＆
法
テ
ラ
ス
青
森
無
料
法
律
相
談
in
八
戸

　﹁
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
青
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
株
式

会
社
と
N
P
O
法
人
青
森
県
消
費
者
協
会
と

の
共
催
で
、
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
協
力
を

い
た
だ
き
、﹁
お
口
の
健
康
☆
歯
ッ
ピ
ー
講

座
﹂を
６
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

　講
座
で
は
講
師
の
平
野
正
徳
さ
ん
か
ら
、

日
本
一
短
命
の
青
森
県
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
歯
と
口
の
健
康
が
認
知
症
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
寿
命
と
い
っ
た
全

身
の
健
康
と
関
係
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
、
歯
と
口
を
健
康
で
き
れ
い
に
保

つ
毎
日
の
ケ
ア
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

◆
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

　ク
イ
ズ
等
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
社

会
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
、
男
女
共
同
参

画
の
理
解
と
気
づ
き
を
促
す
機
会
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
出
か
け
啓
発
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

　７
月
31
日︵
金
︶、
青
森
中
央
学
院
大
学
で
、

同
大
学
の
３
年
生
を
対
象
に
、﹁
働
く
﹂を
テ
ー

マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
工
藤
章
吾
さ
ん
、
小
笠
原
彩
子
さ

ん
、
須
藤
勝
利
さ
ん
か
ら
、
大
学
時
代
の
目
標

や
現
在
の
仕
事
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
つ
い
て
、
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
は
、﹁
働

く
﹂
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、
今
後
の
就
職
活
動
に
向
け

て
今
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
、
じ
っ
く
り
考

え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

パソコン・携帯・スマホで
青森県男女共同参画センターを

もっと身近に！

◆ホームページ
　「青森県男女共同参画センター」
　http://www.apio.pref.aomori .jp/gender/

◆ブログ、facebook、twitter 

　青森県男女共同参画センタースタッフブログ：
　http://maruta.be/apiodanjo

　facebook：青森県男女共同参画センター

　twitter：@apiodanjo

講　座

大
学
生
の
た
め
の
将
来
設
計
セ
ミ
ナ
ー

大
崎
麻
子
さ
ん
の
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
だ
け
で
な
く
、
県

民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

　大
崎
さ
ん
の
講
演
か
ら
、
女
性
が
真
に
輝

く
た
め
に
必
要
な
も
の
は
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
で
あ
る
こ
と
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本
と
世
界
を
変
え

る
た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲講演終了後のグループワークでは、「自分らしく生き

る」ための４つの自立についてそれぞれ話し合い、発表し

ました。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
親
子
と
は
何
か
、考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。人
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
愛
情
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

 

・
と
て
も
中
身
の
重
い
テ
ー
マ
で
し
た
。人
間
の
心
、感

情
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
自
分
の
思
っ
て
い
る
心
の
内
を
話
し
た
く
て
、
同
感

し
て
も
ら
え
て
少
し
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

 

・
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

イベント

お
で
か
け
啓
発
事
業

講　座

子
ど
も
が
自
分
で
で
き
る
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

母
親
対
象
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
に
気
づ
く
ヨ
ガ

︻
ご
じ
ゃ
ら
っ
と
ひ
ろ
ば
︼

　５
月
10
日︵
日
︶に
、
青
森
県
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
﹁
ご
じ
ゃ
ら
っ

と
ひ
ろ
ば
﹂
で
、﹁
男
女
共
同
参
画
２
択
ク
イ

ズ
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

︻
男
女
が
わ
か
ち
合
い
さ
さ
え
合
う
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︼

　男
女
共
同
参
画
週
間︵
６
／
23
〜
29
︶に
先

立
ち
、
６
月
21
日︵
日
︶に
、
五
所
川
原
市
Ｅ

Ｌ
Ｍ
の
街
で
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

　食
事
の
後
に
は
、
助
成
元
の
日
本
テ
ト
ラ

パ
ッ
ク
株
式
会
社
の
環
境
に
配
慮
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
の
取
組
み
や
社
会
貢
献
の
取
組
み
な

ど
も
学
び
ま
し
た
。

　最
後
は
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
後
片
付
け
。

お
母
さ
ん
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
頑
張
っ
て

お
料
理
し
た
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
見

て
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
に
感
激
し
た
様

子
で
し
た
。

▲子どもたちはSONAKAの会の皆さんから、

ひじきのまぜごはん、だし活！すまし汁、野菜

たっぷり鶏肉のホイル蒸し、ミルクゼリーの

４品を教えてもらい、全員で作りました。

講　座

お
口
の
健
康
☆
歯
ッ
ピ
ー
講
座

vol.2

▲オーラルケアマイスターの講師から、高齢

になってもいきいきした暮らしを送るため

には歯と口の健康を保つことが大切である

と学びました。

▲ワールドカフェでは、それぞれの仕事観や

大切にしたいことについて、他者とさまざま

な意見を交換し合いました。

︻
拓
く
2
0
1
5

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
り
︼

　６

月

14

日
︵

日

︶
に

、
S
E
E
D
S 

N
E
T
W
O
R
K
主
催
﹁
拓
く
2
0
1
5
﹂
で
、

﹁
男
女
共
同
参
画
ク
イ
ズ
﹂
と
﹁
意
識
調
査
〜

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

〜
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲「ごじゃらっとひろば」では、全問正解者

は50名中６名で、男女共同参画の理解へ一

歩前進したようです。

ひ
と
こ
と 

感
想

 

・
最
後
の
最
後
ま
で
、
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
と
改
め

て
思
え
る
映
画
で
し
た
。

 

・
今
の
日
常
が
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。認
知
症
の
恐
ろ
し
さ
と
、周
囲
の
人
々

の
対
応
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。▲法律講座では、法テラス青森の小野

晶子弁護士から、離婚に向けた頭の整

理、検討しておくべきこと、準備して

おくべきことなどについてわかりやす

くお話していただきました。

　次
回
は
10
月
３
日
︵
土
︶、
法
律
講
座
を
10
時
〜

12
時
、
無
料
法
律
相
談
会
を
13
時
〜
15
時
、
い
ず

れ
も
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
で
行
い
ま
す
。

　６
月
25
日
︵
木
︶、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
を

対
象
に
、﹁
女
性
弁
護
士
に
よ
る
離
婚
を
め
ぐ
る
法

律
講
座
﹂
を
八
戸
︵
は
っ
ち
︶
で
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
座
は
、
離
婚
を
考
え
て
い
る
女
性
が
正

し
い
法
律
や
知
識
を
持
つ
こ
と
で
、
不
利
益
を
被

ら
な
い
生
き
方
の
選
択
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
。
午
後
は
、
法
テ
ラ
ス
青
森
の
ご
協
力

の
も
と
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

上半期事業
　

上
半
期

　男
女
共
同
参
画
・
事
業
報
告

voice

︿
公
開
講
座
感
想
﹀

10



特集　ＳＴＯＰ人口減少！
　　　女性のチカラで青森を元気に 　P1～3

市町村情報コーナー　黒石市 　P４
男女雇用機会均等法ができて30年　 P５～６
One’s Life　中島 美華さん（八戸市） 　P７
青森県男女共同参画トピックス　 P８

上半期男女共同参画事業報告　 P９～10

市町村情報コーナー　黒石市 　P４
男女雇用機会均等法ができて30年　 P５～６
One’s Life　中島 美華さん（八戸市） 　P７
青森県男女共同参画トピックス　 P８

上半期男女共同参画事業報告　 P９～10

▲大学生のための将来設計セミナー

平成 27 年７月31日（金）開催。
青森中央学院大学の３年生を対象
に、ロール モデル３名の方 から

「キャリア」をテーマにお話していた
だきました。
その後行った「働く」について考え
るワールドカフェでは、「働くこと」
についてさまざまなテーマをもと
に話し合いが活発に行われました。
これからの人生設計やキャリアプ
ランについて、真剣に考える機会
となりました。

編集・発行
青森県男女共同参画センター

5,000
30.24

「百円玉ひとつ握りしめてスポーツ会館に来れば、あなたも今日
からカーラー！」と船木さんは、まさにシニアの星だった。

（千田 哲史）

「身近な人を幸せにしたくて」取材で聞いたその一言が今で
も響いています。有意義な時間をありがとうございました。

（三宅 万里子）

面白いことを企んでいる人たちからたくさん刺激を受けた今号。
そんな人が地域の救世主に！これから楽しみです。

　　　　　　　　　　　　　　（情報誌担当 鈴木）

■編集・発行
　青森県男女共同参画センター・アピオあおもり
　〒０３０-０８２２　青森市中央３丁目１７－１
　ＴＥＬ ０１７－７３２－１０８５　ＦＡＸ ０１７－７３２－１０７３
　ＨＰ  http://www.apio.pref.aomori.jp/gender/

■編集後記■編集後記

■交通アクセス
　市営バス利用
　●中央循環線「アピオあおもり前」下車
　●青森駅前4番乗場より下記行きで１５分
　　「働く女性の家前」下車、徒歩３分
　　（市民病院線、横内環状線、問屋町行き、
　　浜田循環線、青森公立大行き）
　●国道４号線「市役所前」下車、徒歩８分
　※公共交通機関をご利用の上、ご来館ください。

読者プレゼント　「黒い石だたみ」チョコレートブラウニー（黒石市提供）が 10名様に当たります。

　　　　　　　　詳しくは 8ページをご覧ください。

Created  by  中野渡明美

■コラム■コラム

育
休
取
れ
る
か
な

　「綾子さんが、子どもができて、働くのが大変になった

ら、仕事をやめてもらってもよいと思っています」という娘

の彼氏発言に、私がＮＧを出してから、５年余りが過ぎた。

　私の娘は、一生働き続けられる職業をということで小学

校教員になった。その娘に「仕事をやめてもらっても・・」と

いう発言は、たとえ思いやりから発した言葉とはいえ、「２

人で乗り越えていきたい」であってほしかったのである。

　現在、娘夫婦には３歳になる娘がいる。出産後最初の１

年間は娘が、次の１年間は娘のパートナーが育児休業をと

り、２人で協力し合いながら生活している。昨年の春から

は子どもの保育園生活が始まり、けがをしたり病気になっ

たりのあわただしい日々を送っている。しかし、さまざま

な制度や、車で30分のところに住んでいるパートナーの

ご両親の力も借りながら、子どもの保育園生活を２人で乗

り越えてきた。

　一方、その間、多額のローンを組んで家も建てた。娘の夫

は「小学校の教員」、「男性」、「あてにされる」ということも

あり、仕事上つらいことも多々あるという。そんなパート

ナーに「体を壊してまで、仕事を続ける必要はないよ。い

ざとなれば、家は売ればいいし、私も働いているんだから、

何とかなるわよ」と、言っているらしい。その言葉で、パー

トナーは少しでも楽になれているに違いない。

　一人一人が経済的、精神的、生活的にも自立しているか

らこそ、互いが助け合える。これが男女共同参画だと微笑

ましく思う私である。　　　　　　　　　　
（ＳＡＫＵＲＡＫＯ）

●青森県男女共同参画センター及び青森県子ども家庭支援センターは、
　指定管理者「青森コミュニティビジネス株式会社」が受託・運営して
　います。

…

……

アピオあおもり／青森県男女共同参画センターは、女性、男性、高齢者、子どもなどすべ
ての人々が個人として尊重され、共に支え合う男女共同参画社会の実現をめざして、県
民のさまざまな活動を支援するための拠点です。
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